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位置と環境

遺跡は町の中央部から東へ約２㎞で，標高約20ⅿ

の野崎塚崎台地に広がる古墳群である。塚崎台地は

国見（くにみ）山系の黒尊岳の裾より北へのびる舌

状台地で，肝属川より形成された沖積地（水田地

帯）を見下ろすように突き出ている。

この台地では，弥生時代や古墳時代の遺物包含層

が確認されており，昭和24年には花牟礼遺跡の弥生

時代の竪穴住居跡が発見されている。

本古墳群は前方後円墳４基，円墳39基と，これま

でに地下式横穴墓13基が確認されている。古墳の多

くは畑地の中にあるため，耕作などにより周辺が削

平を受け小形となっている。しかし，台地の東側縁

辺部の山林や集落内にあるものは比較的良好な状態

で残っている。

調査の経緯

塚崎古墳群は日本最南端の古墳群で，前方後円墳

も同様に南の端にある古墳群である。これまで，詳

細な古墳についての記録に乏しいことから，鹿児島

大学の本田道輝と琉球大学の池田榮史が中心に，多

くの学生により測量調査を行なった。測量調査は平

成４年に40号墳，５年に10号墳と８号墳，６年に16

号墳，７年に11号墳について実測を行った。その結

果は，以下のとおりである。

40号墳（花牟礼古墳）

この古墳は，古墳群の中で山裾に近い北側に築か

れている前方後円墳で，塚崎古墳群中最大の古墳と

言われてきた古墳である。測量の結果，主軸はＮ―

13.5度―Ｅで前方部がほぼ北へのびる。全長は66.5

ⅿ，後円部径33ⅿ，前方部幅26ⅿ，前方部長32ⅿ，

第２図 古墳の位置図

第１図 塚崎古墳群の位置
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高さは後円部９ⅿ，前方部4.5ⅿで，墳形は端正で

前方部の幅が狭く低いという古式古墳の形状を呈し

ている。墳丘上には葺石が認められ，地山整形の可

能性を持つ古墳である。

８号墳

この古墳は，台地の東側縁辺部に築かれた円墳で，

径が24ⅿ，高さ２ⅿと円墳としては大きな古墳であ

る。

10号墳

この古墳は台地の東側縁辺部に築かれた前方後円

墳で，主軸はＮ―61度―Ｅで前方部は南西部にのび

る。全長39.5ⅿ，後円部径23ⅿ，前方部幅推定11ⅿ，

高さは後円部３ⅿ，前方部１ⅿである。前方部がや

や開き気味になる形態を呈し，葺石は認められない。

11号墳

この古墳は10号墳と県道を挟んで対峙する位置に

ある前方後円墳である。主軸はＮ―14.5度―Ｗで，

前方部は北側へのびる。全長56ⅿ，後円部径34ⅿ，

前方部幅27ⅿ，前方部長27ⅿ，高さは後円部５ⅿ，

前方部２ⅿである。墳丘の形態は10号墳とよく似て

いるが，墳丘上に葺石を認める。

16号墳

この古墳は古墳群の南端に近い位置にある前方後

円墳である。主軸はＮ―44度―Ｅで前方部は南西側

へ延びる。

全長が44.5ⅿ，後円部径26ⅿ，前方部幅は推定で

16ⅿ，前方部長22ⅿ，高さは後円部４ⅿ，前方部１

ⅿである。塚崎古墳群の前方後円墳４基の中で前方

部が最も発達しているもので，墳丘上に葺石が認め

られる。

実測した以外の円墳については，これまでの記録

に頼るが，40ⅿを越す円墳とされている43号墳につ

いては古墳であるか否か疑問が残るものである。

畑地にあるものは周辺が削手を受けているため大

きさは判明しないが，大半は10ⅿを越えない小円墳

であったものと思われる。円墳からは勾玉が出土し

たとも言われている。

塚崎古墳群では，南九州特有の地下式横穴墓約13

基が発見されている。これらの地下式横穴墓からは，

鉄器を副葬したものが多いが，昭和５年に鳥居龍蔵

博士の調査されたものには，鉄器のほかに水晶玉と

切子玉が多数副葬されていたといわれている。

特徴

ここの古墳は発掘調査が行われていないため，時

期についての考証をするには資料が不足しているが，

墳丘の状況からだけで見るとおおむね５世紀を中心

とした古墳ではないかと思われる。まず，最初に築

かれたのが台地の奥まった比較的高い所にある40号

墳で，墳丘は古式古墳の形態を呈しており，５世紀

初頭若しくは４世紀にまで遡る可能性を持つ古墳と

して考えられている。逐次，10号墳，11号墳で，こ

の２基は時間差はないものと思われる。前方後円墳

で最後に築かれたのは16号墳ではないかと考えられ

る。前方部の西側が道路により削除されているため，

外観ではほかの古墳と変わらないように見えるが，

実測の結果を見ると前方部がやや開いており，やや

新しくなるのではないかと考えられている。形態的

には唐仁１号（大塚）墳に類似しており，５世紀の

中頃に位置づけられるものと考えられる。

資料の所在

古墳の大半は畑地にあるため耕作などにより周辺

が削手を受け小さくなっている。しかし，台地の東

側縁辺部の山林の中にあるものは比較的良好な状態

で残っている。
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第３図 ８号墳
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第４図 前方後円墳実測図
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